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趣旨及び概要  本研究は，小学校６年から中学３年にかけての図形カリキュラム，特に空間図形カ

リキュラムを再考し，理論的かつ実践的な検討を通した新しいカリキュラム・デザイ

ンの提案を目指している．本発表は，昨年・一昨年の研究（その１，その２）に続く

ものとして，空間図形のカリキュラム構成を支える理論的基礎のさらなる明確化と，

授業実践を通したカリキュラムの具体的な提案を行うことを目的とする．４つのリサ

ーチクエスチョンを立てる． 

１）空間図形カリキュラムの構成の為の理論的枠組みを明確化する． 

２）視覚化におけるどんな機能が，空間の理解にどのような効果を与えるか． 

３）ICT による空間図形の図的表現は，記号論的観点からその特徴を記述できるのか． 

４）空間図形における証明の生成過程を，空間－平面の相互理解として記述できるか． 

 本発表では，空間図形の学習に関わる 3 つの視座（視覚化，記号論，証明論）を総

合した理論的枠組みの明確化を図り，具体的なカリキュラムの提案とその分析方法に

ついて議論していく． 

 


